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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月22日(2012.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステーション（ＳＴＡ）内の高スループット（ＨＴ）オペレーションに関する方法であ
って、
　隣接レポート要求フレームをアクセスポイント（ＡＰ）へ送信するステップと、
　前記アクセスポイント（ＡＰ）から隣接レポートフレームを受信するステップと
を具え、前記隣接レポートフレームは、少なくとも１つの隣接アクセスポイント（ＡＰ）
の高スループット（ＨＴ）能力を示す高スループット（ＨＴ）能力要素を含み、
　少なくとも１つの隣接アクセスポイント（ＡＰ）から時空ブロックコード（ＳＴＢＣ）
ビーコンを受信するステップと、
　前記少なくとも１つの隣接アクセスポイント（ＡＰ）に関連付けるステップと
を具えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記時空ブロックコード（ＳＴＢＣ）ビーコンは、前記少なくとも１つの隣接アクセス
ポイント（ＡＰ）の拡張範囲となるために使用されることを特徴とする請求項１記載の方
法。
【請求項３】
　前記隣接レポートフレーム内の高スループット（ＨＴ）能力要素は、少なくとも１つの
隣接アクセスポイント（ＡＰ）の能力、機能、又はパラメータを含むことを特徴とする請
求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、複数のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロ
トコロルデータユニット（ＭＰＤＵ）の１つの物理サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）
への集約を可能にするフレーム集約フォーマット、又は、複数のメディアアクセス制御（
ＭＡＣ）サービスデータユニット（ＭＳＤＵ）の１つのＭＡＣプロトコロルデータ単位（
ＭＰＤＵ）への集約を可能にするフレーム集約フォーマットを示すことを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項５】



(2) JP 2011-234375 A5 2012.4.5

　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、ブロック肯定応答機構、Ｎイミディエイトブ
ロック肯定応答、ブロック肯定応答（ＢＡ）またはＢＡ要求（ＢＡＲ）に関する否定応答
を含むＮ遅延ＢＡ、圧縮ビットマップブロック肯定応答、又は、複数のトラフィック識別
子（ＴＩＤ）ブロック肯定応答を示すことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項６】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、物理サービスデータユニット（ＰＳＤＵ）と
して集約されたメディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコロルデータ単位（ＭＰＤＵ）の
通常肯定応答をアサートすることによる暗黙的ブロック肯定応答要求を示すことを特徴と
する請求項１記載の方法。
【請求項７】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、長ネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）解
放のためのコンテンションフリー（ＣＦ）エンドでのＮＡＶ確保を示すことを特徴とする
請求項１記載の方法。
【請求項８】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、物理層レベルスプーフィングを示すことを特
徴とする請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）省電力を示す
ことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１０】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、２０ＭＨｚチャネルと４０ＭＨｚチャネルの
共存を管理するための機構を示すことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１１】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、チャネル管理方法およびチャネル選択方法を
示すことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１２】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、短縮フレーム間間隔（ＲＩＦＳ）保護、グリ
ーンフィールド保護、又は、非高スループット（ＨＴ）信号フィールド（Ｌ－ＳＩＧ）伝
送機会保護を示すことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、省電力マルチポール（ＰＳＭＰ）を示すこと
を特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１４】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、時空ブロックコーディング（ＳＴＢＣ）制御
フレームを示すことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１５】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、制御および観測ポイント（ＰＣＯ）能力、送
信ビーム形成能力、アンテナ選択能力、又は、較正サポートを示すことを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項１６】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、高速リンク適合を示すことを特徴とする請求
項１記載の方法。
【請求項１７】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、暗黙的フィードバック、又は、チャネル状態
情報（ＣＳＩ）フィードバックを示すことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１８】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、ゼロ長フレームのサウンディングフレームと
しての使用を示すことを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項１９】
　前記高スループット（ＨＴ）能力要素が、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎサービスの可用性、
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ブロック肯定応答（ＡＣＫ）資源の可用性およびブロックＡＣＫ合意の事前セットアップ
、集約メディアアクセス制御プロトコロルデータ単位（Ａ－ＭＰＤＵ）集約パラメータの
セットアップ、省電力マルチポール（ＰＳＭＰ）サービスの可用性、自動省電力送達（Ａ
ＰＳＤ）サービスおよびパラメータの可用性、拡張範囲サービスの可用性、ならびに一定
のデータ転送速度の可用性のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項１記載
の方法。
【請求項２０】
　測定レポートフレームを送信することをさらに具えたことを特徴とする請求項１記載の
方法。
【請求項２１】
　前記測定レポートフレームは、第２高スループット（ＨＴ）能力要素を含むことを特徴
とする請求項２０記載の方法。
【請求項２２】
　前記第２高スループット（ＨＴ）能力要素高が、ステーション（ＳＴＡ）の能力、機能
、およびパラメータのうちの少なくとも１つを含むことを特徴とする請求項２１記載の方
法。
【請求項２３】
　高スループット（ＨＴ）ステーション（ＳＴＡ）であって、
　隣接レポート要求フレームをアクセスポイント（ＡＰ）へ送信するように構成された送
信機と、
　受信機と、
　　　　該受信機は、
　　　　隣接レポートフレームを受信し、
　　　　　　　　　ここで、前記隣接レポートフレームは、少なくとも１つの隣接アクセ
スポイント（ＡＰ）の高スループット（ＨＴ）能力を示す高スループット（ＨＴ）能力要
素を含み、
　　　　少なくとも１つの隣接アクセスポイント（ＡＰ）から時空ブロックコード（ＳＴ
ＢＣ）ビーコンを受信するように構成され、
　前記少なくとも１つの隣接アクセスポイント（ＡＰ）に関連付けるように構成されたプ
ロセッサと
を具えたことを特徴とする高スループット（ＨＴ）ステーション（ＳＴＡ）。
【請求項２４】
　前記プロセッサは、
　　　　前記時空ブロックコード（ＳＴＢＣ）ビーコンに基づいて、前記少なくとも１つ
の隣接アクセスポイント（ＡＰ）の拡張範囲になることを可能にするようにさらに構成さ
れたことを特徴とする請求項２３記載の高スループット（ＨＴ）ステーション（ＳＴＡ）
。
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